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令和２年度第２回高知県入札・契約監視委員会 議事概要 
 

開催日時 令和３年２月16日（火）午後２時から午後４時まで 

開催場所 
高知県高知市追手筋２－１－１  

オーテピア高知図書館 ４階 研修室 

出 席 委 員 

 

渡 邊 委 員 長 

山 本 副 委 員 長 

奥 村 委 員 

近 藤 委 員 

田 中 委 員 

中 村 委 員 

次  第 

 

１ 開会  

 

  土木部副部長挨拶 

 

 

２ 議事 

（１）抽出事案の審議 

・野根漁港 水産生産基盤整備工事 

・春野総合運動公園（体育館）屋根改修工事 

・県道谷地日下停車場線 防災・安全交付金工事 

・下ノ加江川 河川改修橋梁上部工工事  

・県道四国カルスト公園縦断線 照明設計（天狗トンネル）

委託業務 

・鎌井谷ダム 管理設備保守点検委託業務 

 

（２）令和３年度入札・契約制度の改正等について 

 

 

３ その他 

 

 （１）次回の開催日程について 

 

 （２）抽出委員の選定について 

 

 

４ 閉会 
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＜委員長・副委員長選任について＞ 

・ 委員からの推薦がなかったため、事務局から渡邊委員長・山本副委員長を提案し、

了承された。 

 

＜抽出事案の審議＞  

意見・質問 回答 

野根漁港 水産生産基盤整備工事について 

・前回の委員会で、本工事のように作業船

が必要な工事は特殊であるため、入札し

てくれる業者が限られていると伺った

が、その作業船の調達はどのようなもの

か。 

 

 

 

 

・本事案は一つの完成体の一部を仕上げる

工事のようだが、その手前に施工してい

た業者が有利にならないのか。また、そ

ういった意味で、入札参加者が少なくな

っているのではないか。 

 

・コンクリートミキサー船については、

県内に２隻程度あるが、調整できなか

ったため、今回は九州から調達してお

り、起重機船については、県内に十数

隻あり、県内から調達している。いず

れにしても、少ない中での調整が必要

であるため、入札参加者が少なかった

と推測している。 

 

・前工事は、ケーソンの据え付け及び上

部工の半分を施工するもので、金額な

どの要件からJV方式で発注したが、本

工事は残る上部工の半分を施工するの

みであり、単独で発注した。このよう

に、案件ごとに工事の規模などによっ

て、発注方式を選択するなど考慮して

いるところである。 

春野総合運動公園（体育館）屋根改修工事

について 

・本事案は３回入札を行っているが、無効

の入札が続いた場合、３回まで入札を続

けるというルールになっているのか。改

めて工事の仕様などを見直しして再入札

することはないのか。 

 

 

・失格の者は再入札に参加できないが、

無効の者については３回まで再入札に

参加することができる取扱いである。

初めから入札参加者がいないなどの場

合には、設計書の内容を見直し、公告

や指名選定のやり直しを行っている。 

県道谷地日下停車場線 防災・安全交付金

工事について 

・工期が２ヶ月程度と、工事規模としてそ

れほど大きいものと感じないが、２ヶ月

かかる理由やその工程はどういうものか

。 

 

 

 

 

 

・本事案は、夜間工事であること及び資

材の調達なども考慮して、請負対象金

額相応の工期と認識している。また、

この現場から300～400m程度離れた日

下川で、本工事の落札者が別工事を施

工しており、その調整も必要であった

ことから、このような工期設定が妥当

であると考えている。 

下ノ加江川 河川改修橋梁上部工工事につ

いて 

・一者のみの入札であった理由として、他

機関の発注が重なったこと及び施工場所

が遠隔地であったことをご説明いただい

 

 

・本事案について、製作ヤードが県内に

なく、製作時期及び技術者の確保とい

う２つの条件が揃わなければ受注が困
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たが、工事の特殊性など他に考えられる

要因はあるか。 

 

・施工場所が土佐清水であり、輸送コスト

が高くなるため、落札率が高くなったと

ご説明されたが、このような遠隔地への

輸送を伴う工事について、積算上どの程

度反映されているか。 

難であると落札者から聞いている。 

 

 

・本事案について、資材価格特別調査を

実施しており、その内訳までは確認で

きないが、工場から現場までの運搬費

を含めた価格を提示している。 

 

県道四国カルスト公園縦断線 照明設計（

天狗トンネル）委託業務について 

・予定価格を事前公表している理由は何か     

 。 

 

 

 

 

 

 

 

・平成30年７月豪雨に係る災害復旧や国

の３か年緊急対策により、事業量の増

大が見込まれたことから、平成31年度

に入札・契約制度を見直し、予定価格

の事前公表について、それまで請負対

象金額1,000万円未満の案件を対象と

していたところを、2,500万円に引き

上げたところである。来年度につきま

しても、５か年加速化計画に伴う事業

量の増大が見込まれていることから、

引き続き適切かつ迅速な事業執行を目

指すものである。 

鎌井谷ダム 管理設備保守点検委託業務に

ついて 

・道路については、区間ごとに各業者と一

定期間の点検業務などの契約をしている

と思うが、本事案のような保守点検業務

においても、毎年発注しているのか。 

 

 

・保守点検の中で不備が判明した場合、そ

の保守点検業務とは別に機器の取替えを

発注するのか。 

 

 

・機器点検のみの発注や、機器に損傷が

ある場合はその取替えを業務に含めて

発注する場合もあるが、機器に不備が

ないか、また適正に作動しているかど

うかの点検・整備を毎年行っている。 

 

・早急に対応する必要があるものについ

ては、受注者と協議のうえ対応するよ

うにしているが、別途発注により対応

する場合もある。 

 

＜次回の開催日程について＞ 

・令和３年８月実施を予定し、詳細は今後協議することで了承された。 

 

＜抽出委員の選出について＞ 

・従来からの50音順による選出によると中村委員に当たるが、新規就任したばかりで

あるため、次の山本副委員長を抽出委員とすることとし、了承された。 


